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９月１日 (土) に開催した「カーレポ リサ

イくるまつり2018」。先月号の速報でも当日の

様子をお伝えしましたが、より詳細にお伝えし

たいと思います。

今年の副題「96％エネルギーの真価を人の力

が教えてくれた」は、「IoT・AIなどのIT革新

で到来を告げる『大循環型社会』の中で生産さ

れる自動車は、都市鉱山資源から生産されて欲

しい」という願いをこめました。

今年は朝から小雨に降られ、急遽ショーステ

ージを屋内へ設置するなどありましたが、昼以

降は晴れ間が覗き、程よい気候に恵まれました。

毎年恒例「じゃんけん大会」の景品には、カブ

トムシ・クワガタに加え、当社の水戸店で飼育

したメダカも仲間入りし、子供たちは大いに盛

り上がっておりました。メインイベントとなる

「解体ショー」では、「毎年楽しみにしている

んです」というリピーターのお客様もいて、

「リサイくるまつり」の活動効果を実感でき、

嬉しい限りでした。

また、「新聞へのチラシ折込み」「ご当地キャ

ラクター（ねば～る君）ショー」を取り入れる

など、今年が初となる取り組みも行いました。

結果、759人のお客様にご来場いただくこと

が出来ました。これは昨年度に比べ300人の増

となっております。回を重ねるごとに来場者数

が増え、喜びをかみしめる一方、まだまだ多く

の課題が残されています。年々課題をクリアし

て、洗練されたリサイくるまつりを作り上げて

いきたいと思っております。

これからもカーレポ リサイくるまつりにご

刮目ください！

大盛況だった「ねば～る君ショー」

◇ 来場者 過去最多759人
カーレポ リサイくるまつり2018

◇ リサイくるまつり実行委員長あいさつ

ご来場の皆様へ

◇ 元気の源は音楽ライブ
若さ溢れる新米おばあちゃん

◇ 社員紹介

◇ 鉄相場

◇ ヨシナシゴト～徒然なるままに～

常陸国風土記 茨城の郡⑴

◇ ～懐かしの記憶～

いすゞ ミュー

◇ 採用見聞録
マイナビ主催 合同説明会にて

◇ CarepoGallery

「気軽に楽しむクルージング」

カーレポ リサイくるまつり2018 ご来場の皆様へ

去る９月１日 (土) 「カーレポ リサイくるまつり2018」を無事に終える

ことが出来ました。今年のリサイくるまつりは、ご来場になる皆様が、とに

かく楽しんで笑顔になってくださることを最優先に考えました。

リサイくるまつりを通して、自動車リサイクルのイメージなどを認知いた

だき、皆様にも楽しんでいただくことが出来たのなら、今回のリサイくるま

つりは大成功だったのではないかと思っております。

改めまして、従業員を代表し、ご来場いただいた皆様へ深く御礼申し上げ

ます。

2018年度リサイくるまつり実行委員長

川崎 修一



鉄 相 場

つ
く
ば
店
で
、
受
付
・
経
理
・
陸
運
局
の
書

類
手
続
き
な
ど
、
事
務
全
般
を
担
当
し
て
い
る

小
谷
身
和
子

(

こ
た
に

み
わ
こ)

さ
ん
。
女
手

一
つ
で
育
て
た
二
人
の
娘
さ
ん
も
独
り
立
ち
し
、

今
年
の
夏
、
め
で
た
く
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な
ら

れ
ま
し
た
。
親
御
さ
ん
の
介
護
を
こ
な
し
な
が

ら
も
常
に
明
る
く
元
気
な
小
谷
さ
ん
は
、
筆
者

も
尊
敬
す
る
大
先
輩
で
す
。
歌
と
車
と
ラ
ー
メ

ン
が
大
好
き
な
彼
女
に
、
そ
の
元
気
の
秘
訣
に

つ
い
て
お
話
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。

―
―

８
年
間
で
最
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と

は
何
で
す
か
。

「
２
年
前
に
常
陽
リ
ビ
ン
グ
さ
ん

(

茨
城
県
南

地
域
情
報
誌)

か
ら
、
人
生
初
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
受
け
た
こ
と
で
す
ね
。
緊
張
し
ま
し
た
が
、

良
い
思
い
出
で
す
」

(

写
真)

―
―

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
と
の
両
立
で
大
変
な
こ
と

も
多
か
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
に
大
き
な

「
壁
」
な
ど
は
あ

り
ま
し
た
か
。

「
自
分
の
知
識
の

少
な
さ
が
壁
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

車
が
大
好
き
で
車

関
連
の
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
い
入
社
し
ま
し

た
が
、
好
き
を
仕
事
に
す
る
に
は
知
識
が
無
さ

過
ぎ
ま
し
た
」

―
―

車
に
詳
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の
で
、
ち

ょ
っ
と
意
外
で
す
ね
。
そ
の
「
壁
」
は
既
に
乗

り
越
え
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
乗
り
越
え
た

こ
と
で
成
長
し
た
と
思
う
部
分
は
あ
り
ま
す
か
。

「
普
段
、
営
業
か
ら
様
々
な
問
い
合
わ
せ
を
も

ら
う
の
で
す
が
、
す
ぐ
に
答
え
ら
れ
る
こ
と
が

多
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
際
、
不
明
確
な
返
答

や
曖
昧
な
返
答
を
せ
ず
、
し
っ
か
り
と
確
認
を

取
っ
て
か
ら
答
え
る
意
識
も
身
に
付
き
ま
し

た
」

―
―

簡
単
な
よ
う
で
難
し
い
部
分
で
す
よ
ね
。

知
識
が
な
い
と
「
こ
の
回
答
が
曖
昧
か
ど
う

か
」
の
判
断
す
ら
難
し
い
時
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
た
く
さ
ん
勉
強
さ
れ
た
の
で
す
ね
。

―
―

そ
ん
な
苦
労
を
感
じ
さ
せ
ず
、
明
る
く

若
々
し
い
印
象
が
あ
り
ま
す
が
、
お
気
に
入
り

の
息
抜
き
方
法
な
ど
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「
好
き
な
バ
ン
ド
の
ラ
イ
ブ
や
フ
ェ
ス
に
参
加

し
て
、
思
い
切
り
声
を
出
し
て
飛
び
跳
ね
、
騒

ぐ
こ
と
で
す

(

笑)

」

―
―

な
る
ほ
ど
、
そ
れ
が
若
さ
の
秘
訣
で
す
ね
。

納
得
で
す

(
笑)

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
仕
事
で

挑
戦
し
た
い
こ
と
・
身
に
着
け
た
い
ス
キ
ル
な

ど
は
あ
り
ま
す
か
。

「
パ
ソ
コ
ン
に
関
す
る
知
識
が
少
な
い
の
で
、

今
よ
り
も
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
仕

事
の
効
率
を
上
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

い
く
つ
に
な
っ
て
も
意
欲
と
向
上
心
に
溢
れ
る

彼
女
の
話
を
聞
い
て
、
「
負
け
て
い
ら
れ
な
い

な
」
と
感
じ
ま
し
た
。

そ
ん
な
小
谷
さ
ん
、
実
は
つ
く
ば
か
ら
県
北

地
域
ま
で
食
べ
に
行
く
ほ
ど
の
ラ
ー
メ
ン
好
き

な
ん
だ
と
か
。
今
度
、
お
す
す
め
の
お
店
に
ご

一
緒
さ
せ
て
く
だ
さ
い
ね
♪

16年９月24日発行の常陽リビング

(

つ
く
ば
店)

ぜ
ひ
一
度
、
ご
来
店
く
だ
さ
い
♪

９
月
は
、
国
内
電
炉
の
生
産
が
前
年
比
12
％
ア
ッ
プ
と
、
増
加
傾

向
に
な
っ
て
い
ま
す
。
使
用
済
自
動
車
を
プ
レ
ス
し
た
後
、
シ
ュ
レ

ッ
ダ
ー
ま
た
は
全
部
利
用

(

電
炉)

へ
出
荷
し
て
い
ま
す
が
、

中
国
の
輸
入
規
制
の
影
響
に
よ
り
、
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
へ
の
出
荷
が
危

ぶ
ま
れ
る
状
況
の
中
で
、
出
荷
先
を
全
部
利
用
へ
変
更
す
る
リ
サ
イ

ク
ル
業
が
増
加
し
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
当
社
で
も
、
全
部
利
用

へ
の
出
荷
を
継
続
し
て
お
り
ま
す
。

海
外
で
は
、
中
国
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
輸
出
が
夏
以
降
に
復
活
し
た

こ
と
や
、
ア
メ
リ
カ
が
ト
ル
コ
か
ら
の
鉄
鋼
製
品
に
対
し
て
50
％

(

現
行
25
％)

の
追
加
関
税
を
か
け
る
こ
と
な
ど
、
大
き
な
動
き
が

あ
り
ま
す
。
海
外
で
鉄
の
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
時
に
、

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
価
格
が
大
き
く
変
動
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

Ｅ
Ｌ
Ｖ
事
業
部
長

飛
田

幸
輝

社員紹介
2018年5月16日入社

ELV事業部

ひたちなか工場

生産管理課 陸送Gr

ゆ ひ たかみつ

由比 貴光

２台積みの積載車を担当しております。

安全で丁寧な仕事に努めてまいりますので、

よろしくお願い申し上げます。

趣 味 ドライブ

好きな食べ物 米

嫌いな食べ物 しいたけ、セロリ



採用見聞録
マイナビ主催 合同会社説明会にて

～
懐
か
し
の
記
憶
～

い
す
ゞ

ミ
ュ
ー

今
回
も
、
20
年
前
に
乗
っ
て
い
た
車

に
つ
い
て
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ク
ロ
カ
ン
四
駆
の
「
い
す
ゞ

ミ
ュ

ー
」
で
通
勤
・
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
平
成
２
年
式
だ
っ
た
の
で

す
が
、
中
身
は
ま
る
で
昭
和
の
ト
ラ
ッ

ク
で
し
た
。

チ
ョ
ー
ク
レ
バ
ー
の
よ
う
な
も
の

(

デ
ィ
ー
ゼ
ル
な
の
で
ア
イ
ド
ル
ア
ッ

プ
レ
バ
ー)

が
あ
り
、
三
角
窓
で
、
サ

イ
ド
ブ
レ
ー
キ
は
ス
テ
ッ
キ
を
引
っ
張

る
タ
イ
プ
。
後
部
座
席
は
ト
ラ
ッ
ク
の

荷
台
に
屋
根
を
つ
け
た
だ
け
な
の
で
、

シ
ー
ト
は
非
常
に
薄
い
板
で
出
来
て
い

ま
す
。

<

Ｍ
Ｕ>

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
ユ
ー
テ
ィ

リ
テ
ィ
の
略
で
、
「
謎
に
つ
つ
ま
れ
た

不
思
議
な
機
能
を
も
っ
た
車
」
と
い
う

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
ん
だ
そ
う
な
。

な
ん
と
な
く
納
得
で
す
。

そ
う
い
え
ば
友
人
と
ス
キ
ー
に
行
く

と
き
、
高
速
の
入
り
口
で
ウ
ィ
ン
ド
ウ

レ
ギ
ュ
レ
ー
タ
ー
が
故
障
し
て
、
運
転

席
の
窓
が
永
遠
に
上
が
っ
て
こ
な
く
な

っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
な
ぁ
。
引
き
返
せ

ば
い
い
も
の
を
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
ガ
ム

テ
ー
プ
貼
り
し
て
応
急
処
置
。
高
速
を

走
る
と
「
バ
サ
バ
サ
ッ
バ
リ
バ
リ
ッ
」

以
外
な
に
も
聞
こ
え
ま
せ
ん

(

笑)

料
金
所
の
お
じ
さ
ん
に
も
笑
わ
れ
な

が
ら
そ
の
ま
ま
ス
キ
ー
場
に
直
行
し
、

帰
り
は
ビ
ニ
ー
ル
か
ら
ダ
ン
ボ
ー
ル
貼

り
に
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
、
ど
う
に

か
車
内
会
話
が
で
き
る
レ
ベ
ル
に
な
り

ま
し
た
。

普
通
な
ら
車
内
が
険
悪
な
ム
ー
ド
に

な
る
と
こ
ろ
、
な
ぜ
か
爆
笑
に
包
ま
れ

た
旅
行
だ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

ミ
ュ
ー
だ
か
ら
許
せ
た
の
か
な
。
実
用

車
だ
け
ど
不
思
議
な
魅
力
が
あ
っ
た
な
。

お
お
！
ま
さ
に
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
ユ
ー
テ

ィ
リ
テ
ィ
だ
。

こ
の
ミ
ュ
ー
も
大
い
に
故
障
し
た
も

の
で
し
た
。
ク
ラ
ッ
チ
の
マ
ス
タ
ー
シ

リ
ン
ダ
ー
が
抜
け
、
マ
フ
ラ
ー
に
穴
が

開
き
、
最
後
は
オ
ー
バ
ー
ヒ
ー
ト
で
シ

リ
ン
ダ
ー
ヘ
ッ
ド
ガ
ス
ケ
ッ
ト
と
ラ
ジ

エ
タ
ー
が
抜
け
ま
し
た
。

通
勤
に
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
に
、
海
に
雪
山
に

と
大
活
躍
し
た
末
、
天
寿
を
全
う
し
Ｅ

Ｌ
Ｖ

(

使
用
済
自
動
車)

へ
と
な
っ
て

い
っ
た
の
で
し
た
。

人
事
総
務
部

草
野

満

*1

茨
城
最
大
の
舟
塚
山
古
墳

霞
ケ
浦
湖
か
ら
古
墳
ら
し
き
山
を
望
む

(上) シリンダーヘッド
ガスケット

(下) ラジエーター

その名の通り「実用性は謎」であったが、ミニカーを実車にしたよ
うなファニースタイルで当時の若者の心を鷲掴みにした。
(写真は平成３年式)

かすみがうら市

茨城県図

霞ケ浦湖

今
月
は
茨
城
の
名
前
に
つ
い
て
の
お

話
で
す
。
東
は
香
島
の
郡
、
南
は
佐
我

の
流
海

、
西
は
筑
波
山
、
北
は
那
珂

の
郡
な
り
。
現
東
茨
城
郡
、
西
茨
城
郡

と
新
治
郡
の
ほ
ぼ
全
域
に
相
当
す
る
。

石
岡
に
国
庁
が
置
か
れ
て
い
た
事
が
記

録
に
あ
り
ま
す
。

茨
城
の
名
前
の
起
こ
り
に
つ
い
て
二

つ
の
説
が
あ
る
。
古
老

(

ふ
る
お
き
な)

の
曰
う

(

い
う)

に
、

「
昔
、
都
か
ら
派
遣
さ
れ
た
黒
坂
の
命

(

み
こ
と)

が
、
住
ん
で
い
た
人
々
、
つ

ま
り
『
野
の
佐
伯
』
『
山
の
佐
伯
』
と

い
う
名
の
族
達
の
住
処
に
、
茨
蕀

(

う

ば
ら)

を
積
ん
で
追
い
込
み
殺
し
た
」

も
う
一
つ
の
話
は

「
茨
蕀
で
城
を
築
い
て
戦
っ
て
勝
利
し

た
」

そ
こ
か
ら
茨
城

(

う
ば
ら
き)

の
郡
と

呼
ぶ
様
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

郡
よ
り
西
南
に
近
く
河
間

(

か
わ)

あ
り
。
信
筑

(

し
づ
く)

の
川

と
い

う
。
源
は
筑
波
の
山
よ
り
出
で
、
西
よ

り
東
に
流
れ
、
郡
の
中
を
経
巡
り
て
、

高
浜
の
海
に
入
る
。

K . A k a s u

*2

佐
我
の
流
海

(

う
み)

現
在
は
新
治
郡
出
島
村

(

現
か
す
み
が
う

ら
市)
佐
賀
を
遺
称
地
と
し
て
い
る
。

信
筑

(
し
づ
く)

 

の
川

現
在
の
「
恋
瀬
川
」
の
こ
と
。

*1*2

9月5日 (水) 水戸で開

催された「マイナビ就職

セミナー 合同会社説明

会」に参加しました。マ

イナビ様主催のイベント

は初参戦です。

当社はスタッフ３人で

参加。

「他の説明会とは雰囲気

が違うのだろうか……」

と、少しドキドキしなが

ら受付を済ませ、割り当

てられた区画へ。秋は一

般的に就職活動が終わる

頃とされていますが、思

いのほか参加企業が多く、

緊張も高まりました。プ

ロジェクターやタペスト

リーなどの飾り付けを済

ませ、準備万端になった

ところで他社の様子を見

学してきました。

他社の皆さんも気合十

分で、プロジェクター用

のスクリーンにも社名が

入っていたり、パンフレ

ットの置き方にこだわり

を感じるなど、大変勉強

になりました。

当社のブースには５人

の学生が来場し、時間が

あっという間に過ぎ去り

ました。「この出会いに

ご縁がありますように」

と、３人で祈りながら会

場を後にしたのでした。
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ホームページもご覧ください。
http://www.carepo.jp/

ご意⾒・ご要望も
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（担当︓広報委員会）
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⾄⽔⼾市内

⾄ひたちなか市

⾄
⽔
⼾
駅
南
⼝

6

174
174

臨海⼤洗⿅島線

浜⽥⼗字路

カーレポ㈱
⽔⼾店

6

●⽔⼾店 ⾃動⾞買取・販売、部品販売
〒310-0826 茨城県⽔⼾市渋井町588-9
TEL︓029-291-3336 FAX︓029-291-3338

●ひたちなか⼯場 ⾃動⾞買取
〒312-0005 茨城県ひたちなか市新光町552-55
TEL︓029-264-2929 FAX︓029-264-2424

⾄⽇⽴市

⾄⼤洗町

108
63

245

245

部⽥野

ひたちなか

カーレポ㈱
ひたちなか⼯場

ひたちなか保健所

店舗のご案内

CarepoGallery
カーレポギャラリー 気軽に楽しむクルージング

大洗遊覧船「海賊船パイレーツ」

「船に乗って旅がしたい」――茨城にも、30分ほどの太平洋クルーズを楽し

める場所があります。

大洗漁港に着くと、ドクロマークが入った海賊船が停泊していました。小

型の船ですが、客室席や展望デッキもあり、旅客船のような風格です。

出航すると間もなく、餌やりのパフォーマンス。餌に群がるウミネコと一

緒に航行。丘の街並みがだんだん小さくなっていきます。航跡を見ながら旅

気分に浸っていると、あっという間に30分の航海が終了。

航海の〆は、大洗漁港名物「アンコウの唐揚げ」で。

＜発着場所／チケット売場＞

大洗町漁協卸売市場 茨城県東茨城郡大洗町磯浜町8253

＜料金＞ 無料～1300円 ※詳細は公式サイトでご確認ください。

＜運航日＞ 毎週日曜、祝日のみ運行 (天候などにより欠航の場合有り)

＜公式サイト＞ https://www.oaraishinsengumi.com/yuransen

撮影と文 ELV事業部 渡邊 貴宣
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